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１．はじめに
福井県と地震学の関わりはいろいろな意味で深く，人
（研究者）としてでは地震学の大森房吉先生，地球物理学
の竹内均先生がご出身であり，研究内容の一部は，中学校
の学習内容である初期微動継続時間や，潮汐現象の説明と
して知られている．他にも理論物理学のノーベル賞受賞者
である南部陽一郎先生，天文学の藤田良雄先生等が挙げら
れる．すなわち，福井県は，科学・技術を育む土壌（DNA：
例えば，松平春嶽公，明道館に繋がる伝統）が豊かな土地
柄であると考えられる .
地震（イヴェント）関連では，1948 年に福井地震（M7.1）
が発生し，初の近代都市直下型地震の被害を受けた．被害
の様子より，震度７の導入に至った事は周知のところであ
る．震源断層は厚い堆積層に覆われ，堆積層による地震動
の増幅が発生し，被害が大きくなったと考えられる．強烈
な地震動に伴う液状化も認められ，特に震央より離れた福
井平野の西縁部でも南北に帯状に確認され（例えば，藤島
高校 SSH 研究発表）１），その成因を考察する必要がある．
その強震動の状況下でも地震動に耐え，現在でも使用され
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ている建物も存在する（耐震構造として貴重な存在）．こ
れらは，ぜひ，後世に伝えていかなければならない．残
念ながら，震源断層の詳細は分からず，現在でも特定に
関する研究が継続されている．明瞭な地震断層は現れず，
フィッシャーゾーンとして帯状に認識された．これが，福
井地震断層と言われるもので，その詳細構造を特定する必
要がある．本小論では，従来より地震観測が困難であった
平野部，特に福井地震断層周辺に着目し，連続収録可能な
システムを基礎構造がしっかりした高校の校舎や動物園
の育苗舎におくことで，高感度の地震観測を開始すること
ができた．また，高校生以下における理科教育においても，
貢献できると考えられる．以下，詳細について報告する .
２．福井地震断層
福井地震断層の探査・総合観測は，京大グループ（1980
年代），福井県（1990 年代）によって行われてきた．しかし，
対応できたのは堆積層に相当する部分で，基盤岩以深の断
層に関する詳細な構造は得られていない．もし，福井地震
が繰り返し発生しているなら，堆積層内でもベンディング
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が下層ほど大きくなるはずだとし，岡本他（1989）２）が，
福井地震断層を横切っている可能性の高い測線でオール
コアによるボーリングの群列調査を行っている．調査地点
は，天池他（1984）３）を参考にして決められた．測線は，
福井県坂井市坂井町若宮付近で，田島川をまたぐように展
開されている．Fig.1 にその結果を示す。岡本他（1989）は、
火山灰（アカホヤ）と沖層下面の高度に着目し，各坑間の
高度差の深さにる変化より，福井地震の繰り返し周期を求
めた．福井地震の上下の変位量（0.7 ｍ）を考慮して，結
果として，約 3000 年の繰り返し周期を得た．
これらの結果は，浅層構造（堆積層や基盤の深度）につ
いて言及したにすぎず，地殻内の状況については，ほとん
ど議論されていない．とくに重要な問題として挙げられる
のは，福井地震断層と東縁断層帯主部との関係である．地
下で両者が繋がっているのか，このこと明らかにすること
が，これからの目表の一つになると考えらる．
３．観測システムと観測地点
福井平野は厚い堆積層に覆われ，しかも人口が多く，工
場等も隣接している．本来，地震観測に適さない地域であ
る．ただ，直下に存在する活断層の構造解明を目的とする
限りにおいては，地震観測は避けて通れないテーマであ
る．おりしも南部陽一郎先生のノーベル賞受賞と福井県の
高校生の理科教育の必要性が重なり，地震学との関連よ
り SSH において地震研究が一つのテーマ（福井地震断層
の詳細な深部構造が知りたい―高校生が頑張ってくれて
います―、2013）４）になった．京大グループの開発した
満点システム（EDR-X7000）が高校の校舎での地震観測
を可能にし，高校の校舎を使用すれば，福井地震断層を囲
むように配置できることに気がついた．さらに、鯖江の低
地震活動域（空白域）の内部でも地震観測ができ（西山動
物園），現在，５観測点（藤島高校、金津高校、丸岡高校、
三国高校、西山動物園）で行っている．長期連続観測が可
能な満点システムは，地震計が３成分一体型である（持ち
運びやすい），消費電力が小さくカーバッテリーで長時間
の記録が取れること（250Hz の連続データ），GPS 時計（時
刻の精度の保証），CF の交換によるデータ収集（現場で
の簡便さ）等の利点が挙げられる（飯尾、2008）５）．現在，
３ヶ月に一度の割合で，各地点においてＣＦを交換してい
る．観測点の配置の様子を，fig.2 に示す．特に金津高校は，
福井平野東縁断層帯の中に存在し，観測波形に断層に伴う
特徴を得られる事が期待される．
４．解析
観測点の維持は，藤島高校（SSH），金津高校（サイエ
ンスクラブ），丸岡高校（放送部・物理部），三国高校（教
諭のボランティア），西山動物園（福井高専地球物理学研
究会）で行われており，著者の一人が３ヶ月に一度のペー
スで交換に廻っている．波形のチェックと読み取りは，藤
島高校の SSH の授業時間で生徒たちが Hi-net の永平寺
観測点の連続波形を参考に，専用のソフト（Viewer）を
利用して行っている（P 波、S 波、S ー P time、S 波の
splitting 等）．震源情報は，気象庁のデータを利用してい
る．現在，藤島高校に WS を構築中で，Win-system をイ
ンストールし，臨時観測点を独自のネットとして扱い，震
源決定を行う予定である。さらに，WS の変換ソフトを用
いて txt format のデータセットを作成し，splitting の解
析の精度を向上させていく予定である．
５．結果
これまでに得られた結果について述べる．西山動物園に
おいては，東北地方太平洋沖地震（2011，M9.0）の本震
波形を記録することができた（fig.3）．M9.0 の発生に伴い
福井県内でも誘発地震の発生が認められたが，西山動物園
Fig. １　Recurrence time of the Fukui Earthquake after 
　　　　Okamoto etal.（1989）.
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においてもそれらの波形を記録することができた．藤島高
校，金津高校，丸岡高校については，地震と判断できる波
形に対して上下動の P 波，南北動の S 波，東西動の S 波の
着震時刻を読み取り，S ー P タイムや S 波の到着時間差を
基礎データとした．震源情報として，気象庁の暫定値及び
確定値を用いて震央図を作成している．解析の結果は，地
球惑星科学関連合 2013 大会の高校生のセッションで，「福
井地震断層の探求」（福井県立藤島高校），として発表され
ている（fig.4）．特徴としては，福井平野東縁断層帯内にあ
ると考えられる金津高校において，水平動 2 成分のＳ波の
到着時間差がほぼ一定の値になる現象を捉えることができ
た．振動方向によって横波の伝播速度が異なる現象は偏向
異方性と言われ，極性を持つ媒質を伝わる時に認められる
現象である．金津高校おいて特に顕著に認められらたのは，
金津高校直下に S 波速度の極性の大きい構造が存在してい
る事を示し，福井地震断層の断層構造に起因する現象であ
る可能性を指摘できた．福井地震断層（西側断層）の繰り
返しの活動性の高さを示す結果であると考えられる．
６．結論
福井平野東縁断層帯は，金津高校の観測波形より，繰り
返し活動している可能性を指摘する事ができた．さらに確
実度を上げ，解析方法の向上を目指すため，ＷＳを藤島高
校に導入予定（現在，ほぼ稼動中）である．このシステム
を利用できれば，福井平野の地震計（校舎）が，現在，福
井地震断層を囲む様に４点配置されているので，詳細震源
決定が可能となる．余震活動の詳細な把握により，福井平
野東縁断層帯内の主部と西側断層の関係をより明らかに
していきたいと考えている．
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Fig．2　Distr ibut ion of tempora l stations in the Fuku i Pla in.
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Fig. ３　Waveform of M9.0 recorded at N ish iyama Zoo in Sabae City.
F ig. ４　Presentat ion of Fuj i sh ima H igh School at Geoscience Un ion in 2013, Makuhari .
